一 つの 舞台の ィメ— ジを 以て 書かれて いない 作品 は、 

純粋に 戯曲と は 云い 難い —— (日本の 文壇に はそう い 

う 所謂 戯曲が 余りに 多すぎる ような 気がする。 ) 

勿論 作者に とって は、 作 中 人物の 性格 や 心理 や 動作 

や 言語 や 其 他 あらゆる ものが、 は つ きり 浮彫に な つ て 

見えて いればい る ほど、 益々 よい 作品が 出来る わけ だ 

けれど、 戯曲に なると、 それら 一 切の もの を 盛る 一 つ 

の 容器 —— 一 つの 舞台が 必要な ので ある。 盛らるべき 

中身と 盛るべき 容器と が ぴったりと はまって、 一つの 

世界 を 形造る - J とが 必要な ので ある。 

戯曲 的な 狙いと いうの は、 それ を 指す の だと 思う。 
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